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平成１２年度連携排砂計画について



平成12年度連携排砂計画
排 砂 通 砂

項 目
宇奈月ダム 出し平ダム 宇奈月ダム 出し平ダム

、（１）時期 ・ ～８月３１日でダム流入量が、出し平ダ ・ ～８月３１日で排砂後のダム流入量が７月１０日 ７月１０日
ムで300 宇奈月ダムで400 のいずれかを上 出し平ダムで480 宇奈月ダムで650 のいâ â â â／ｓ、 ／ｓ ／ｓ、 ／ｓ
回る最初の出洪水時に実施。 ずれかを上回る出洪水時にその都度実施。

（２）排砂量 ・目標排砂量０ ・目標排砂量約２０万 ・自然の出洪水流を排砂ゲートを用いてその都度流m m3 3

下させる。

（３）方法 ・自然流下方式 ・同左

（４）時間 ・自然流下時間１２時間 ・宇奈月ダム自然流下内に ・自然流下時間１２時間 ・宇奈月ダム自然流下内
完了 に完了

（自然流下時間
最低１２時間）

（５）排砂・通砂前の ・出洪水の調節の後期（ダ ・出洪水の初期（ダム水位 ・同左
措置 ム水位が高い）段階から が高い）段階から排砂ゲ

水位低下操作運用とす ートを開ける運用とす
る。 る。

（６）排砂・通砂後の ・排砂後２４時間はダム流 ・排砂後２４時間は原則と ・通砂後１２時間は、ダム流入量をダム及び下流発
措置 入量をダム及び宇奈月発 して発電取水を停止し、 電所から放流する。

電所から放流する。 ダム流入量をそのまま放
流する。

【特記事項】
１．上記の排砂条件を満足する出洪水の発生がない場合を想定して、土砂変質の進行を抑制するため、その方法について協議してい

くこととする。
２．大規模な土砂の流入等、不測の事態が発生した場合、また発生が予想される場合については、その対応について適宜協議してい

くこととする。



平成１２年度 排砂・通砂時の実施連絡体制

連携排砂連絡調整本部 連携排砂実施機関
（建設省 ・ 関西電力㈱））（

(本部長)
建設省北陸地方建設局 連携排砂実施責任者

黒部工事事務所長 黒部工事事務所長

(本部員)
富山森林管理署 治山課長
富山県生活環境部 環境保全課長 連携排砂実施副責任者
富山県農林水産部 水産漁港課長 関西電力㈱北陸支社長
富山県土木部 河川課長
黒部市 建設課長 連絡・調整
宇奈月町 建設課長
入善町 建設課長
朝日町 建設課長

出し平ダム 宇奈月ダム
※各本部員(代理を含む)は、必要に応じ 排砂実施責任者 排砂実施責任者
て本部(宇奈月ダム管理支所)に駐在し 北陸支社長 黒部工事事務所長
連絡・調整のとれる体制とする。

連絡・調整
排砂実施副責任者 排砂実施副責任者
電力設備室長 (技)副所長・課長

土木建築グループチーフマネジャー
連絡

） 技術班 事務班 事務班 事務班 技術班黒部川土砂管理協議会（各委員

連絡

（ ）黒部川ダム排砂評価委員会 各委員


